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経
済
学
部
長 

 

能 

登 

真 

規 

子 

 

後
援
会
の

皆
様
に
お

か
れ
ま
し

て
は
、
滋

賀
大
学
経

済
学
部
の
教
育
研
究
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

酷
暑
の
夏
も
過
ぎ
、
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス

は
落
ち
着
い
た
に
ぎ
や
か
さ
に
満
ち
て

い
ま
す
。 

 

●
第
58
回
滋
大
祭 

10
月
最
後
の
週
末
、
秋
の
滋
大
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
彦
根
駅
前
、
講
堂
前
、

講
義
棟
玄
関
に
手
作
り
の
看
板
・
横
断
幕

が
飾
ら
れ
、
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
こ
の
20
年
の
う
ち
に
か
な

り
上
質
な
仕
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
企
業
・
団
体
、
陵
水
会
の
皆
様
に
か
わ

い
が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
相
変
わ

ら
ず
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
茶
道
部

の
お
茶
席
に
参
加
し
、
部
活
・
サ
ー
ク

ル
の
模
擬
店
で
買
い
物
を
し
、
展
示
、
講

演
、
夜
の
打
上
げ
花
火
ま
で
満
喫
し
ま

し
た
。 

          

 

●
大
学
院
経
済
学
研
究
科
「
ビ
ジ
ネ
ス
・

イ
ン
サ
イ
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 

９
月
初
旬
、
文
部
科
学
省
の
人
文
・
社

会
科
学
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
大
学
院
構
築

事
業
（
国
際
連
携
型
）
の
募
集
に
対
し
、

経
済
学
研
究
科
が
申
請
し
た
「
デ
ー
タ×

ア
ー
ツ×
国
際
連
携
に
よ
る
新
た
な
総
合

知
に
基
づ
く
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
サ
イ
ト
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
12
大
学
の
応
募
の
中
か
ら
採
択
は

４
大
学
の
み
で
す
の
で
、
快
挙
で
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
英
語
に
よ
る
講
義

科
目
群
（
６
単
位
以
上
）
、
人
文
・
社
会

科
学
方
法
論
科
目
群
（
６
単
位
以
上
）
、

国
際
連
携
実
践
科
目
群
（
８
単
位
以
上
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
の
修
了

要
件
と
の
重
複
も
あ
り
ま
す
の
で
、
履
修

の
指
針
が
新
設
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

               

 

国
際
連
携
実
践
科
目
と
し
て
は
、
経
験

豊
富
な
実
務
家
教
員
に
よ
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す

る
科
目
を
選
択
で
き
る
ほ
か
、
「
海
外

研
修
」
が
必
修
科
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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台
湾
の
台
中
科
技
大
学
ま
た
は
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ン
ノ
ゼ
州
立
大
学

（S
an

 
J
o
se

 
S
t
a
te

 
U
n
ive

r
s
i
t
y

）
を

中
心
と
し
た
約
２
週
間
の
研
修
に
参
加
す

る
ほ
か
、
自
ら
研
修
先
を
決
め
て
出
発
し

報
告
書
に
よ
っ
て
単
位
認
定
を
得
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
５
年
の
助
成
期
間
内
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
院
生
の
海
外
研
修

費
用
へ
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。 

人
文
・
社
会
科
学
方
法
論
科
目
群
も

「
ア
ー
ト
思
考
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
特

講
」
「
歴
史
学
方
法
論
特
講
」
「
経
営
人

類
学
特
講
」
等
、
興
味
深
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

経
済
学
専
攻
、
経
営
学
専
攻
の
院
生
だ

け
で
な
く
、
経
営
分
析
学
専
攻
の
院
生
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
も
可
能
で
す
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

●
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｎ 

本
年
２
０
２
４
年
４
月
に
発
足
し
た
経

済
学
研
究
科
の
経
営
分
析
学
専
攻
（
通
称

Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｎ
）
に
つ
い
て
は
、
２
度
の
滋
賀

大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
６
月
６
日
・
大
阪
、
10
月

25
日
・
名
古
屋
）
を
経
て
、
畑
違
い
の
私

の
理
解
も
よ
う
や
く
少
し
追
い
つ
い
て
き

ま
し
た
。
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｎ
は
確
か
に
デ
ー
タ
分

析
の
実
践
が
特
徴
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。 

 

N
e
x
t
R
yo
s
u
i

（
陵
水
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と

現
役
生
を
つ
な
ぐ
学
生
サ
ー
ク
ル
）
主
催

の
滋
大
祭
の
講
演
会
で
、
経
済
学
部
Ｏ
Ｂ

の
越
智
道
夫
さ
ん
（
大
47
卒
）
は
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
う
ち
デ
ー
タ
・

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
（
図
の
左
端
）
に

と
っ
て
重
要
な
ス
キ
ル
は
ビ
ジ
ネ
ス
（
図

の
一
番
上
、
橙
色
の
部
分
）
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
点
は
滋
賀
大
学
の
経

済
学
部
生
の
強
み
で
す
。
幅
広
い
専
門
領

域
に
ふ
れ
、
各
人
の
興
味
関
心
に
従
っ
て

学
び
を
深
め
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
基

礎
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ー
ス
や

Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
）

の
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
の
指
針
に
沿
っ
て
統

計
学
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
を
修
得
し
て

い
け
ば
、
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
力
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
学
部
在
学

生
の
た
め
の
大
学
院
入
試
に
は
、
一
般
入

試
以
外
に
推
薦
入
試
、
学
部
と
大
学
院
と

の
５
年
一
貫
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ゼ

ミ
の
担
当
教
員
や
入
試
課
等
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

●
専
門
演
習
（
ゼ
ミ
） 

経
済
学
部
で
は
10
月
以
降
、
ゼ
ミ
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
況
で
す
。
テ
キ
ス
ト
や

動
画
で
の
ゼ
ミ
紹
介
の
ほ
か
、
学
生
達
が

「
学
ゼ
ミ
」
と
呼
ぶ
対
面
イ
ベ
ン
ト
に
は

31
の
ゼ
ミ
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
３
４
０
名

の
２
年
生
が
参
加
し
た
そ
う
で
す
。 

10
月
20
日
、
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
第
70
回
イ
ン
タ
ー
大
会
（
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
）
の
予
選
大
会
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
難
関
を

突
破
し
た
澤
木
ゼ
ミ
３
チ
ー
ム
、
吉
田
ゼ

ミ
、
佐
野
ゼ
ミ
の
計
５
チ
ー
ム
が
12
月
８

日
の
決
勝
大
会
（
東
北
学
院
大
学
、
対
面

発
表
）
に
出
場
し
ま
す
。 

           

こ
の
後
援
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
頃

に
は
４
年
生
の
卒
業
論
文
も
大
詰
め
を
迎

え
て
い
る
は
ず
で
す
。
皆
、
良
い
春
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。 

図
はH

arlan
 H

arris, S
ean

 M
u
rph

y, M
arck

 V
aism

an
(2

01
3
) A

nalyzing the analyzers, O
’R

e
illy, p.12

に
よ

る
も
の
で
す
。
左
か
ら
デ
ー
タ
・ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、

デ
ー
タ
・ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
デ
ー
タ
・デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、

デ
ー
タ
・リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
並
ん
で
い
ま
す
。 

ス
キ
ル
は

上
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス(

橙)

、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ(

緑)

、
数
学(

薄

青)
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ(

青)

、
統
計(

赤)

で
す
。 
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学
部
長 

市
川 

治 

 

「
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

学
部
の
戦
国

時
代
つ
い
に

始
ま
る
」
と

書
く
と
煽
り

す
ぎ
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
名
前
を
つ
け

た
学
部
が
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
「
社
会
に
役

立
つ
学
問
」
「
就
職
に
有
利
な
学
問
」
と

し
て
広
く
認
知
さ
れ
た
こ
と
の
良
い
表
れ

で
す
。
と
、
同
時
に
地
理
的
に
近
い
場
所

に
競
合
大
学
が
出
現
す
る
時
代
と
な
っ
た

わ
け
で
、
我
々
は
よ
り
良
い
教
育
を
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
日
々
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
来
年
度
に
向
け
て
新
た
な
選
抜

方
法
に
よ
る
入
学
試
験
が
始
ま
り
ま
し

た
。
６
月
に
は
高
等
専
門
学
校
か
ら
の
編

入
学
試
験
、
９
月
及
び
10
月
に
は
「
共
通

テ
ス
ト
を
課
さ
な
い
」
総
合
型
選
抜
に
よ

る
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
型
選

抜
で
は
女
子
枠
が
新
設
さ
れ
、
ま
た
定
員

が
３
０
人
か
ら
４
０
人
（
一
般
枠
２
０

人
、
女
子
枠
２
０
人
）
に
増
え
ま
し
た
。

蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
志
願
者
数
は
大
幅

に
増
え
、
ま
た
試
験
の
成
績
も
全
体
的
に

向
上
し
て
い
ま
す
。
選
抜
方
法
の
変
更
に

よ
っ
て
、
良
い
効
果
が
表
れ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
一
般
入
試
で
は
、
従
来
か
ら
の

選
抜
方
法
に
加
え
て
、
後
期
試
験
の
一
部

に
共
通
テ
ス
ト
の
３
教
科
の
成
績
と
面
接

の
み
に
よ
る
新
た
な
選
抜
方
法
（
定
員
１

０
人
）
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
で
才
能
が

と
が
っ
た
学
生
が
滋
賀
大
Ｄ
Ｓ
に
集
ま
っ

て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
合

計
の
入
学
定
員
は
従
来
の
１
０
０
名
か

ら
、
来
年
度
に
１
５
０
名
に
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

定
員
拡
大
に
対
応
し
て
、
受
験
生
の
確

保
も
重
要
な
点
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

高
校
生
に
対
す
る
積
極
的
な
広
報
に
も
力

を
い
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

校
（
全
国
で
約
１
１
０
０
校
）
を
対
象

に
、
本
学
部
が
作
成
し
た
「
高
校
生
の
た

め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
い
う
動
画

教
材
と
、
企
業
で
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

の
実
践
を
紹
介
す
る
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
の
制
作
、
Ｄ
Ｓ
学
部
編
著
の
参
考
書

（
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
本
」
日
本

実
業
出
版
社
）
の
配
布
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
本
の
執
筆
者
に
は
Ｄ
Ｓ
学
部
の
卒
業

生
が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
在
学
中
に

行
っ
た
デ
ー
タ
分
析
の
例
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
在
学
生
が
夏
休
み
に
地
元
の

母
校
を
訪
問
し
て
、
滋
賀
大
学
の
紹
介
を

す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

３
０
人
以
上
の
在
学
生
が
参
画
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

学
部
教
育
の
現
状
と
し
て
は
、
新
し
い

領
域
へ
の
展
開
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
昨
年
度
に
Ｄ
Ｓ
特
論
Ｂ
と
し
て
「
生

成
Ａ
Ｉ
の
理
論
と
活
用
」
を
他
大
学
に
先

駆
け
て
開
講
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
こ

れ
を
一
般
科
目
と
し
て
開
講
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
文
科
省
の
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制

度
で
、+

（
プ
ラ
ス
）
認
定
さ
れ
て
い
る

科
目
群
に
つ
い
て
も
、
中
身
の
更
新
を
行

い
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
応
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
応
す
る
教
科
書
も
出
版
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
、
マ
テ
リ
ア
ル
サ
イ

エ
ン
ス
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分

析
に
関
す
る
特
論
講
義
も
開
講
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
ア
ー
ト
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
融
合
に
も
力
を
入
れ
始
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
国
立
音
楽
大
学
と
の
連
携

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
両
校
の
学
生
が

混
成
の
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
Ａ
Ｉ
作
曲
や

楽
曲
推
薦
の
課
題
に
取
り
組
む
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

大
学
院
で
の
教
育
に
関
連
し
て
、
定
員

増
に
よ
る
教
育
の
場
の
変
化
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
度
は
５
１

名
の
学
生
が
博
士
前
期
課
程
に
入
学
し
ま

し
た
。
５
１
名
の
内
訳
は
、
約
４
割
が
派

遣
社
会
人
、
他
大
学
か
ら
の
入
学
者
も
１

０
人
程
度
お
り
ま
す
。
年
齢
層
も
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
幅
広
く
、
本
学
の
特
徴
の

ひ
と
つ
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
様
性
を

持
つ
集
団
が
同
じ
場
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り

お
互
い
が
刺
激
し
あ
え
る
環
境
が
提
供
で

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
例
年
、
入
学
式
後
の
最
初
の
週

に
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
研
究
計
画
の
紹
介

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
各
自
が
５
分

ほ
ど
で
発
表
し
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
入

学
生
の
多
様
さ
を
反
映
し
て
研
究
テ
ー
マ

も
マ
ー
ケ
ッ
ト
分
析
か
ら
気
象
デ
ー
タ
分

析
ま
で
様
々
な
内
容
が
あ
り
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
分
野
の
守
備
範
囲
の
広
さ
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
講
義
の
時
間
が

終
わ
っ
た
後
で
も
何
人
か
の
学
生
が
残
っ

て
議
論
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
な
ど

学
生
は
と
て
も
熱
心
で
す
。
今
年
度
か
ら

は
一
部
の
講
義
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｎ
の
学
生
も
合

流
し
て
お
り
、
密
度
の
高
い
議
論
が
で
き

て
い
ま
す
。 

【
執
筆
協
力
：佐
藤(

健)

副
部
長
、
佐
藤(

正)

副
学

部
長
、
椎
名
副
学
部
長
、
飯
山
研
究
科
長
】 

 

学
部
の

教
育
研
究
に
つ
い
て 

  市川学部長 
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滋
賀
大
学
学
長
賞 

 

７
月
26
日
、
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
令
和
６
年
度
第
１
回
滋
賀
大
学
学
長

賞
授
与
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
学
長
賞

は
、
学
業
、
課
外
活
動
、
文
化
・
社
会
活

動
等
で
顕
著
な
業
績
、
成
果
を
挙
げ
た
学

生
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

 

授
与
式
で
は
、
学
生
支
援
課
か
ら
選
考

結
果
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
竹

村
彰
通
学
長
か
ら
今
回
受
賞
の
２
組
に
表

彰
状
と
盾
、
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

授
与
の
後
、
学
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
日

頃
練
習
を
重
ね
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
こ

と
に
対
し
て
労
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
受
賞
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

授
与
式
後
は
、
学
長
と
懇
談
の
場
が
設

け
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トN

a
t
u
r
e

か
ら
は

環
境
啓
発
の
た
め
の
学
童
訪
問
の
様
子
に

つ
い
て
、
漕
艇
部
か
ら
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
の
大
会
の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
和
や
か
に
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

受
賞
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トN

at
u
re

（
経
済
学
部
） 

 

● 

令
和
５
年
度
の
学
生
自
主
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
実
施 

● 

び
わ
湖
東
北
部
地
域
連
携
協
議
会
事
業
と
し

て
実
施 

 

● 

環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
び
わ
こ
ネ
イ
チ
ャ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催 

● 

彦
根
市
内
の
学
童
を
訪
問
し
、
環
境
問
題
へ

の
啓
発 

 

● 

令
和
５
年
度
の
学
生
自
主
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
最
優
秀
賞 

● 

京
都
新
聞
へ
の
掲
載
及
び
Ｆ
Ｍ
大
阪
の
出
演 

 
西
村
菜
々
花
さ
ん
・
銖
藤
蓮
さ
ん
（
漕
艇
部
） 

 

● 
2024 Aon NZ University Rowing Champion-

ships 
 

 
 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル 

優
勝 

 
 

女
子
舵
手
な
し
ペ
ア 

優
勝 

● 

第
102
回
全
日
本
ロ
ー
イ
ン
グ
選
手
権
大
会 

 
 

 
 

女
子
ペ
ア 

準
優
勝 

  

          

 

滋
和
戦 

 

６
月
22
日
、
23
日
を
中
心
に
、
第
57

回
滋
賀
大
学
・
和
歌
山
大
学
二
大
学
学
長

杯
争
奪
総
合
定
期
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
期
戦
は
本
学
と
和
歌
山
大
学
の
課

外
活
動
の
健
全
な
発
展
と
大
学
相
互
間
の

友
情
・
親
睦
を
深
め
る
目
的
で
昭
和
41
年

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
本

学
が
会
場
と
な
り
、
両
者
拮
抗
の
白
熱
し

た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

22
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
本
学

の
竹
村
彰
通
学
長
が
式
辞
、
和
歌
山
大
学

の
本
山
貢
学
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
昨
年
度
勝
利
し
た
和
歌
山

大
学
体
育
会
に
よ
る
優
勝
杯
の
返
還
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
両
大
学
団
長
で
あ
る
和
歌

山
大
学
の
野
村
孝
徳
理
事
、
本
学
の
渡
部

雅
之
理
事
よ
り
、
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ

ま
し
た
。 

                

 

両
日
と
も
生
憎
の
天
気
で
し
た
が
、
安

定
し
な
い
天
候
の
中
で
も
各
部
活
対
抗
戦

と
し
て
全
力
で
ぶ
つ
か
り
合
う
姿
が
印
象

的
で
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
あ
る
課
外
活
動

の
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
連
敗
を
阻
止
し
た
い
本
学
は
一
丸
と

な
っ
て
臨
み
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
和

歌
山
大
学
が
14
勝
７
敗
８
分
で
勝
利
し
、

８
年
連
続
の
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

23
日
に
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
は
、
お
互
い

の
健
闘
を
称
え
あ
い
、
今
後
も
良
き
ラ
イ

バ
ル
校
と
し
て
、
両
大
学
の
交
流
が
一
層

深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。 

（
通
算
成
績
は
滋
賀
大
学
の
31
勝
23
敗

３
引
分
け
） 

 

来
年
の
和
歌
山
大
学
開
催
で
の
勝
利
を

目
指
し
、
各
部
活
が
よ
り
一
層
練
習
に
励

む
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

 

学
生
活
動
だ
よ
り 

竹村学長と記念撮影 

勝負 得点 勝負 得点

合気道 △ 1 △ 1

アメリカンフットボール △ 1 △ 1

空手道 〇 2 × 0

弓道（男子） 〇 2 × 0

弓道（女子） × 0 〇 2

剣道（男子） × 0 〇 2

剣道（女子） × 0 〇 2

硬式庭球（男子） 〇 2 × 0

硬式庭球（女子） × 0 〇 2

硬式野球 △ 1 △ 1

サッカー 〇 2 × 0

柔道 × 0 〇 2

準硬式野球 △ 1 △ 1

少林寺拳法 △ 1 △ 1

水泳 × 0 〇 2

ソフトテニス（男子） × 0 〇 2

ソフトテニス（女子） × 0 〇 2

卓球（男子） × 0 〇 2

卓球（女子） × 0 〇 2

男子バスケットボール 〇 2 × 0

女子バスケットボール × 0 〇 2

バトミントン（男子） × 0 〇 2

バトミントン（女子） × 0 〇 2

男子バレーボール 〇 2 × 0

女子バレーボール 〇 2 × 0

男子ハンドボール △ 1 △ 1

女子ハンドボール △ 1 △ 1

ラグビー × 0 〇 2

陸上競技 △ 1 △ 1

総合 7勝14敗8分 22 14勝7敗8分 36

滋賀大学 和歌山大学

第57回滋和二大学学長杯争奪総合定期戦　成績表
令和6年6月22日～23日　於　滋賀大学

【注意】〇：勝ち…2点　△：引き分け…1点　×：負け…0点
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滋
大
祭 

 

10
月
26
日
～
27
日
の
２
日
間
、
58
回
目

と
な
る
「
滋
大
祭
２
０
２
４
」
を
彦
根
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
滋
大
祭

は
春
の
滋
大
祭
よ
り
も
大
規
模
な
開
催
と
な

り
、
多
く
の
学
生
団
体
・
地
域
住
民
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
滋
大
祭
実
行
委
員
は
「
紅
蘭
紫

菊
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。
紅
蘭
紫
菊

と
は
、
春
の
滋
大
祭
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
桜

梅
桃
李
に
続
く
成
句
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
が

そ
れ
ぞ
れ
自
分
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

か
ら
、
他
人
と
比
べ
る
こ
と
な
く
自
分
自
身

を
磨
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
教
訓
を
含
ん

だ
言
葉
で
す
。 

 

当
日
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
各
所
で
模
擬
店

や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
教
室
展
示
を
企
画
し
、
学
生
だ
け
で
な

く
地
域
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
滋
賀
大
学
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
カ
モ
ン
ち
ゃ
ん
」

や
、
彦
根
市
ゆ
か
り
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
た

ち
も
登
場
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
滋
大
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
初
日
の

中
夜
祭
で
実
施
し
た
打
ち
上
げ
花
火
で
す
。

初
日
の
最
後
を
飾
る
に
相
応
し
い
迫
力
と
美

し
さ
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

 

滋
大
祭
実
行
委
員
を
始
め
、
多
く
の
学
生

団
体
の
活
躍
と
地
域
住
民
の
ご
協
力
に
よ

り
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
方
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

２
０
２
４
年
８
月
５
日
～
16
日
、
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
サ

ン
ノ
ゼ
州
立
大
学
に
お
い
て
「2024 S

ilicon 

V
alley Innovation &

 S
tartup P

rogram

」の

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
に
は
、

滋
賀
大
学
の
経
済
学
部
学
生
１
８
名
、
Ｄ

Ｓ
学
部
学
生
１
名
、
経
済
学
研
究
科
大
学

院
生
１
名
の
２
０
名
が
参
加
し
、
Ａ
Ｉ
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

研
修
は
、
サ
ン
ノ
ゼ
州
立
大
学
の

Silicon Valley Center of Opera-

tions and Technology Management

で
実
施
さ
れ
、
Ａ
Ｉ
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
専
門
家
、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
で
起
業
、
経
営
し
て
い
る
C

E

O
な
ど
が
講
師
と
し
て
学
生
を
指
導
し
ま

し
た
。
参
加
学
生
は
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
商
品
開
発
と
起
業
を
目
指
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
チ
ー
ム
全
員
で
協
力
し
て
作
り
、

そ
れ
を
商
品
化
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

国

際

交

流

 

グループワークの様子 

生 協 前 広 場  

お化け屋敷の様子 
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起
業
と
資
金
調
達
を
想
定
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今
後
社
会
で
活
躍
す
る

学
生
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
有
益

な
経
験
で
し
た
。 

 

ま
た
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企
業
文
化

を
理
解
す
る
た
め
の
カ
ン
パ
ニ
ー
ツ
ア
ー

を
行
い
、Intel

、 Google

、 Apple

、 

T
e
s
l
a

な
ど
の
企
業
を
訪
問
し
て
、
こ
れ

ら
の
設
立
背
景
や
成
長
過
程
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
観

光
で
は
、G

ol
d
e
n 
G
a
te
 
B
rid

g
e

、De
 

Y
o
u
n
g

博
物
館
、
美
術
館
な
ど
を
観
光
し

ま
し
た
。
自
由
時
間
で
あ
る
土
曜
日
と
日

曜
日
に
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
訪

問
し
た
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
に
乗
っ
た
り
、
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ

ズ
ニ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
博
物
館
を
訪
問
し
た

り
し
ま
し
た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
な
ら
で
は
の
も
の
が
多
く
、
参
加
学

生
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
も
の
で
し

た
。
学
生
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
で

の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
人
と
し
て
欠

か
せ
な
い
知
識
と
経
験
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
、
非
常
に
高
い
評
価
と
満
足
度
を

得
ま
し
た
。 

後
援
会
か
ら
も
渡
航
費
用
の
一
部
を
ご

支
援
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

  

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科 

博
士
前
期
課
程
2
年 

 

戸
簾
隼
人 

こ
の
度
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ

た
国
際
会
議
「2024

 
9th

 
International 

Conference
 
on

 
Business

 
and 

Indus-

trial 
Research

（ICBIR2024

）
」
に

お

い
て
、
私
が
投
稿
し
た
論
文
が
「Best 

Pa-

per Award

」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。 

当
該
論
文
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
安
全
性
向
上
を
目
的
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
取
得
し
た
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ル
ー
ト
の
路
面
画
像
を
分
析
し
、
危

険
な
物
体
や
路
面
状
況
を
検
出
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在

は
Ｉ
o
Ｔ
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を

活
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

よ
り
安
全
に
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
り
、

安
心
し
て
自
転
車
を
利
用
で
き
る
社
会
の

実
現
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

本
研
究
は
、
私
の
元
々
の
専
門
分
野
で

あ
る
応
用
微
生
物
学
と
は
全
く
異
な
る
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
情
報
学
の
領
域
で

の
研
究
で
し
た
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
取
得

か
ら
効
率
的
な
画
像
処
理
、
複
数
の
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
新
た
な

分
野
で
の
発
見
を
重
ね
る
こ
と
は
非
常
に

や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
め

に
は
多
く
の
時
間
と
努
力
が
必
要
で
し

た
。
特
に
苦
労
し
た
点
は
、
異
分
野
間
の

研
究
文
化
や
慣
習
の
違
い
を
理
解
し
、
そ

れ
に
適
応
す
る
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
過
程
で
得
た
学
び
が
、
今
回
の
研
究

成
果
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
意

義
深
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

今
後
の
目
標
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
と
ビ
ジ

ネ
ス
の
両
方
の
ス
キ
ル
や
経
験
を
持
つ
、

研
究
者
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
博
士
後
期

課
程
に
進
学
し
、
引
き
続
き
研
究
を
追
求

す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
企
業
で
も
経
験
を
積
む
予
定

で
す
。
特
に
Ｉ
o

Ｔ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
分
野
に
精
通
し
、
企
業
や
行
政
、
研

究
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
実
際
の
社
会

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
技
術
開
発
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
様
々
な

点
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
指
導
教
官
の
義

久
智
樹
教
授
、
そ
し
て
共
著
者
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
の

受
賞
を
励
み
に
、
さ
ら
な
る
成
果
を
目
指

し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

I
C
B
I
R
2
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4
 
 

B
e
s
t
 
P
ap
e
r
 
Aw
a
r
d
 

受
賞 

左
か
ら 

戸
簾
さ
ん
、R

utt
iko

rn 
Var

aku
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rip
unt

h 

さ
ん(Ge

ner
al 

Cha
ir)

、
義
久
教
授 
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「
後
援
会
資
格
取
得
等
報
奨
制
度
」
は
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
勉
学
等
で
顕
著

な
功
績
を
残
し
た
個
人
、
若
し
く
は
団
体

を
報
奨
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
日
頃

の
勉
学
等
を
支
援
し
、
資
質
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
10

月
に
創
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
の
設
置
等
に
伴
い
、
対
象
試

験
等
の
一
部
を
改
正
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
（
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６

年
３
月
受
理
分
）
は
、
下
表
の
通
り
、
71

件
に
対
し
て
給
付
さ
れ
ま
し
た
。  

学
生
か
ら
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め

の
資
金
に
し
た
い
と
の
頼
も
し
い
声
が
聴

か
れ
、
今
後
も
、
多
く
の
学
生
諸
君
か
ら

応
募
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。 ま

た
、
学
生
諸
君
に
は
、
別
途
、
学
内

に
お
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご

覧
い
た
だ
い
た
上
で
、
お
子
様
に
お
伝
え

い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

今
後
も
、
よ
り
良
き
制
度
に
改
善
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
さ
ま
か
ら
も
是
非
と
も
ご
意
見
等

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

資
格
取
得
等
報
奨
制
度 

（令和６年７月役員会審査分）

分
類

サポート対象事項 基準
報奨額
（円）

給付

件数

給付者氏名（敬称略）
（回生は申請時）

１．日商簿記検定試験 「1級」合格者 70,000 5

・木原大輝(経済学部4回生)
・片山みずほ（経済学部4回生）
・山本祐正（経済学部4回生）
・河合咲依（経済学部2回生）
・鈴木智大（DS学部4回生）

①会計学に属する科目の中から、
いずれか1科目合格者

30,000 2
・横田寛也（経済学部2回生）
・勝島和希（経済学部1回生）

2科目同時合格者 50,000 1
・冨安悠平（経済学部4回生）

②税法科目から、いずれか1科目
合格

40,000 0

「短答式試験」合格者 50,000 4

・山本祐正（経済学部4回生）
・浅見若菜（経済学部3回生）
他2名

「論文式試験」合格者 100,000 3
・片山みずほ（経済学部4回生）
他2名

４．中小企業診断士 「2次試験」合格者 50,000 0

「第1次レベル試験」合格者 30,000 3

・水川景策（経済学部4回生）
・伊藤凜月（経済学部2回生）
他1名

「第2次レベル試験」合格者 40,000 2
・水川景策（経済学部4回生）
他1名

６．データベーススペシャリスト試験 合格者 50,000 1
・喜屋武奏汰（DS学部4回生）

７．品質管理検定 「1級」合格者 50,000 0

「1級」の「統計数理」、「統計
応用」いずれか1科目合格者

50,000 0

「1級」 2科目目合格者 20,000 1
・相良健太郎（大学院DS研究科博士前期課程2回生）

「準1級」合格者 30,000 17

・高津勇知（DS学部4回生）
・大下真之介（DS学部4回生）
・加田光輝（DS学部4回生）
・近藤航平（DS学部4回生）
・髙橋昂希（DS学部4回生）
・信時玲子（DS学部4回生）
・前田光喜（DS学部4回生）
・大橋東愛（DS学部3回生）
・坂野慶一（DS学部2回生）
・野田一博（DS学部2回生）
・福留賢（大学院DS研究科博士前期課程2回生）
他6名

令和６年度　滋賀大学経済学部・データサイエンス学部後援会資格取得等報奨制度給付一覧

資
格
・
認
定
試
験

（令和５年４月～令和６年３月末日までの受理分）

２．税理士試験
　（申請は、基準①、②のいずれか１回に限る。）

３．公認会計士試験

５．証券アナリスト試験

８．統計検定

８００点以上 30,000 19

・和田武希（経済学部4回生）
・源本今日子（経済学部3回生）
・髙田元貴（経済学部4回生）
・押谷友暉（経済学部3回生）
・早野修作（経済学部3回生）
・山際佑季（経済学部3回生）
・田里優加子（DS学部4回生）
・土井秋穂（DS学部4回生）
・信時玲子（DS学部4回生）
・高三和己（大学院DS研究科博士前期課程2回生）
他9名

９００点以上 50,000 9

・桑原瑞樹（経済学部4回生）
・小林大起（経済学部3回生）
・嶋津怜奈（経済学部3回生）
・武田茉子（経済学部3回生）
・待山修平（経済学部3回生）
・茨木考太（経済学部3回生）
・葛山欧亮（経済学部3回生）
他2名

10．英語以外の外国語検定 スペイン語検定(DELE)B１以上 30,000 1
・北村瑠衣（経済学部4回生）

アジア圏 40,000 0

その他 80,000 0

ウインドサーフィン世界選手権
優勝

- 1
・片山好人（経済学部4回生）

学会発表　優秀研究賞 - 1
・加藤駿典（大学院DS研究科博士前期課程2回生）

中小企業診断士 - 1
1名

計 71

注１．）給付者氏名については、氏名を公表することの承諾を得た学生の方のみ記載しています。

そ
の
他

12.その他

注２．）英語以外の外国語検定に関しては申請のあったもののみ項目掲載しています。

語
学
試
験

留
学

9・TOEIC（公開テスト）

11.本学交換留学制度に基づく海外留学
（平成31年4月1日以降出発の陵水会「グローバルリー
ダー育成」陵水奨学金受給者は除く）
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『
公
認
会
計
士
短
答
式
試
験
及
び
日
商

簿
記
検
定
１
級
合
格
』 

経
済
学
部 

４
回
生 

山
本
祐
正 

 

私
は
、
公
認
会
計

士
短
答
式
試
験
及
び

日
商
簿
記
検
定
１
級

に
合
格
し
ま
し
た
。 

 

公
認
会
計
士
短
答
式
試
験
に
合
格
で
き

た
の
は
、
継
続
力
と
強
い
意
志
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
当
該
試
験
は
論
文
式
試
験
も

含
め
る
と
約
２
年
の
長
期
戦
と
な
る
こ
と

か
ら
継
続
力
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
私
は
、
１
日
の
流
れ
を
全
て
習
慣
化
及

び
記
録
す
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
起
床
時
間
、
食
事
、
休
憩
中

の
音
楽
と
運
動
、
就
寝
時
間
等
を
固
定
す

る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
左
右
さ
れ

ず
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

ま
た
勉
強
時
間
を
記
録
す
る
ア
プ
リ
や
手

帳
、
日
記
を
つ
け
る
こ
と
で
日
々
の
成
長

を
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

継
続
力
の
源
泉
は
強
い
意
志
で
す
。
私

は
、
大
学
受
験
で
悔
し
い
思
い
を
し
た
経

験
か
ら
、
こ
の
経
験
を
糧
に
勉
強
で
は
後

悔
し
な
い
人
生
を
送
る
と
決
心
し
て
い
ま

し
た
。
辛
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
が

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
過
去
の
経
験
に

意
味
を
持
た
せ
る
と
い
う
思
い
で
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
合
格
に
繋
が
っ
た
と
確
信

し
て
い
ま
す
。 

現
在(

２
０
２
４
年
９
月)

は
論
文
式
試

験
を
終
え
、
合
格
発
表
待
ち
の
状
態
で
す

が
、
合
格
は
始
ま
り
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
合

格
後
は
監
査
法
人
に
入
所
し
、
様
々
な
人

と
の
出
会
い
や
実
務
経
験
を
通
じ
て
公
認

会
計
士
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
努
力
と
知
識

の
蓄
積
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

 

『
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
試
験 

 
 

 
 

 
 

 

１
次
試
験
合
格
』 

経
済
学
部 

３
回
生 
伊
藤
凜
月 

 

私
は
、
昨
年
６
月

に
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト

試
験
１
次
試
験
に
合

格
し
ま
し
た
。 

証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
試
験
は
、
証
券
分
析
・

財
務
分
析
・
経
済
分
析
の
大
き
く
分
け
て

３
つ
の
科
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
、
金
融
に
興
味
関
心
が
あ
っ
た
た
め
、

１
回
生
の
６
月
に
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
試
験

の
受
験
を
決
め
ま
し
た
。
勉
強
を
始
め
た

当
初
は
、
金
融
・
経
済
・
会
計
に
関
す
る

知
識
が
全
く
な
か
っ
た
た
め
、
馴
染
み
の

な
い
専
門
用
語
や
実
務
に
関
す
る
内
容
の

理
解
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
理

解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
滋
賀

大
学
で
は
、
実
務
経
験
の
あ
る
先
生
方
に

よ
る
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
試
験
を
ベ
ー
ス
と

し
た
授
業
や
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
寄
附

講
座
が
開
講
さ
れ
て
い
た
た
め
、
勉
強
の

大
き
な
助
け
と
な
り
ま
し
た
。
資
格
勉
強

を
通
じ
て
、
経
済
学
・
会
計
学
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
・
統
計
学
を
総
括
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
寄
附
講

座
や
資
格
取
得
報
奨
金
制
度
等
に
よ
り
大

学
在
学
中
は
挑
戦
し
易
い
環
境
が
整
っ
て

い
る
と
感
じ
た
た
め
、
興
味
の
あ
る
方
は

挑
戦
し
て
み
る
と
良
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
現
在
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
資
格
に

加
え
公
認
会
計
士
資
格
の
取
得
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
身
に
つ
け
た
知
識

を
活
か
し
企
業
の
資
金
調
達
支
援
に
従
事

し
、
企
業
の
成
長
を
通
し
て
経
済
社
会
の
発

展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

  

【
公
認
会
計
士
】 

 

公
認
会
計
士
と
は
、
監
査
・
会
計
の
専
門
家
で

あ
り
、
独
占
業
務
で
あ
る
、
監
査
等
を
行
う
。 

 

公
認
会
計
士
は
弁
護
士
や
医
師
と
並
ぶ
三
大
国

家
資
格
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
難
関
資
格
。 

 

短
答
式
試
験
、
論
文
式
試
験
に
合
格
し
た
後
、

実
務
経
験
と
実
務
補
習
所
で
の
必
要
単
位
取
得
、

修
了
考
査
の
合
格
に
よ
り
公
認
会
計
士
に
登
録
で

き
る
。 

 
 【

日
商
簿
記
検
定
】 

 

高
度
な
会
計
知
識
を
有
し
、
経
営
管
理
や
分
析

を
行
う
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。
日
商
簿
記
１
級

を
取
得
す
る
こ
と
が
、
会
計
系
上
位
資
格
（
税
理

士
、
公
認
会
計
士
）
へ
の
登
竜
門
と
さ
れ
る
。 

 

【
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
試
験
】 

 

 

証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
と
は
、
金
融
・
投
資
の
プ
ロ

で
あ
り
、
情
報
収
集
や
投
資
価
値
の
分
析
・
評
価

を
行
う
。 

 

 

受
験
に
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
証
券
ア
ナ
リ

ス
ト
協
会
実
施
の
講
座
を
受
講
す
る
必
要
が
あ

る
。
受
講
年
度
の
翌
年
度
か
ら
受
験
可
能
。
す
ぐ

に
受
験
で
き
な
い
の
で
注
意
が
必
要
。 

報
奨
金
受
給
者
の
声 

資
格
試
験 

豆
知
識 



第１６号          滋賀大学経済学部・データサイエンス学部後援会だより  令和６年１２月１日  

－ 9 － 

 

本
制
度
は
、
将
来
の
進
路
と
し
て
税
理

士
又
は
公
認
会
計
士
の
資
格
を
有
す
る
高

度
専
門
職
業
人
（
会
計
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

を
目
指
す
意
欲
の
あ
る
学
生
を
対
象
に
、 

専
門
学
校
、
資
格
取
得
の
専
門
予
備
校
等

で
の
税
理
士
又
は
公
認
会
計
士
の
資
格
対

策
講
座
の
受
講
（
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
）
に

要
す
る
経
費
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。 

 

本
制
度
を
利
用
し
た
皆
さ
ん
が
切
磋
琢

磨
し
、
将
来
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。  

 

対
象
者
、
申
請
期
間
、
申
請
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、
後
援
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
請
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
ペ
ー
ジ
末
尾

の
編
集
後
記
に
記
載
） 

    

   

 

本
学
は
、
自
転
車
通
学
の
学
生
が
多
く
、

要
望
の
多
か
っ
た
電
動
空
気
入
れ
を
、
後
援

会
か
ら
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

     
 

      

現
在
、
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
守
衛
所
付

近
に
、
据
え
置
き
型
自
転
車
用
・
電
動
空
気

入
れ
の
設
置
に
向
け
て
、
準
備
中
で
す
。 

   

 

入
学
時
に
納
入
さ
れ
た
諸
経
費
の
内
訳

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

 

経
済
学
部
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
‐
Ｉ
Ｐ

（
４
千
円
）
、
Ｄ
Ｓ
学
部
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
‐
Ｉ
Ｐ
（
４
千
円
）
と
統
計
検
定

（
３
千
円
）
の
受
験
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

個
人
で
申
し
込
ん
で
受
験
す
る
よ
り
安

く
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
か

ら
の
案
内
に
従
い
、
必
ず
受
験
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

統
計
検
定 

 

統
計
に
関
す
る
知
識
や
活
用
力
を
評
価

す
る
試
験
で
す
。 

 

準
１
級
合
格
か
ら
後
援
会
資
格
取
得
等

報
奨
制
度
の
対
象
で
す
。
（
準
１
級
合
格
は

３
万
円
） 

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ (

Ｉ
Ｐ)

 

 

Ｉ
Ｐ
試
験
は
公
開
テ
ス
ト
と
は
異
な
り
、

過
去
問
が
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
式

認
定
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
実

力
確
認
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

後
援
会
資
格
取
得
等
報
奨
制
度
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
公
開
テ
ス
ト
の
み
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。 

   
 

会
計

 

 
 

 
育
成
支
援
制
度 

 

自
転
車
の
空
気
入
れ 

編 

集 

後 

記 

後
援
会
だ
よ
り
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
・Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 
h
ttps://w

w
w

.e
co

n.shiga-
u.ac.jp/

su
ppo

rters/3
1
/ 

     

後
援
会
だ
よ
り
の
記
事
に
つ
い
て
の
感
想

や
要
望
、
後
援
会
に
対
す
る
要
望
、
ご
意

見
等
を
左
記
の
受
付
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 

h
ttps://fo

rm
s.o

ffice.co
m

/r/m
8
3b4y1

X
D

M
 

  

 

 

資
格
試
験 

団
体
受
験 

自転車空気入れ（AS－100A） 

１．タイヤのバルブの黒いキャップを外します。 
２．エアーステーションの金具を、タイヤのバルブにセットします。 
３．エアーステーションのボタンを押せば空気が入ります。 
 
ボタンを離すと、空気が止まります。 
タイヤを強く押してみて、ちょっとへこむくらいで空気入れ完了となります。 
まだ足りないかな？と思ったら、少しずつボタンを押してちょうどよいところまで空気をいれてください。 


